
山地の林中のやや暗い所に生える。全体が淡黄褐色。茎は高さ10-20cmになり、上部に剛毛が生える。鱗

片葉は広卵形で、先がとがる。6-8月、茎の先に総状花序をつくり、4-8個の下向きの花をつける。萼片は4-

5枚、長楕円形で、長さ1-1.2cm、外面に剛毛が生え、上部に不規則な歯牙がある。花弁は4-5枚、長楕円

形で、長さ1.2-1.5cm、先は円く不規則な歯牙があり、内外面ともに長めの毛が生える。

－

－

C

希少

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Hypopitys  monotropa  Crantz

観賞用等採取 特異な生態 ○ 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、姫路市、赤穂市、上郡町、豊岡市、養父市、香美町

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ツツジ科

兵庫県ランク…シャクジョウソウ
環境省ランク… －


